
重点課題
「地域全体での医療従事者確保対策」

について

令和７年６月２６日
根室保健医療福祉圏域連携推進会議
兼根室圏域地域医療構想調整会議
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現状・課題
〇医療従事者不足
人口10万人当たり医療従事者数は道内21
圏域で最下位

〇慢性的な医療従事者の不足による
医療サービス等の提供問題
・地域センター病院（市立根室病院、町立
中標津病院）の休床が継続
・地域の在宅医療を支える訪問看護ステー
ションが2町で未設置

主な取組
①根室保健医療福祉圏域連携推進
会議の開催

②看護師を目指す高校生のための
看護師養成校合同説明会と参加者
によるグループセッションの開催

③ホームページを活用した根室地域
の情報発信

効果・目指す姿
・看護師を目指す学生が増える
・根室地域での就業について、
関心を持ってもらう

根室地域における医療従事者の
就業者数の増加を目指す

【目的・概要等】
医療従事者を目指す若者が再び地元に戻るための環境づくりと意識醸成を図るとともに、
地域に潜在する医療技術者の発掘、根室地域の魅力発信による道内外からの医療技術者の移住促進の
取組を展開する

これまでの医療従事者確保事業について
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小学生～高校生を対象とした職業体験会について協力的な回答あり

R8年度 事業企画（素案）に対するアンケート結果

ご意見・ご質問 ※一部抜粋

●関係機関向けの資料作成

・体験会に参加するにあたっての考え方
・会場や当日スケジュールのイメージ
など

●学生・保護者向けの資料作成

・修学期間や費用のイメージ
・修学資金について
など

協議事項

・対象を小中学生に広げることは非常に意義がある

・1部と2部のねらいをどのように設定するか?

・もし小学生まで枠を広げるのであれば、
学年を５,６年生に絞ったほうが良いのでは?

（小学生低学年に事業の趣旨が伝わるのか?）

・歯科治療の説明は可能だが、実習は難しい

・看護師や医療従事者になるための、修学期間や費用
（授業料等）の具体例のある資料があると良い

・修学資金の活用事例を示し、経済的負担が分かりや
すい資料があると良い

結果:素案の内容をR8年度以降の事業企画(案)として採用 3



現状・課題
〇医療従事者不足
人口10万人当たり医療従事者数は道内21
圏域で最下位

〇慢性的な医療従事者の不足による
医療サービス等の提供問題
・地域センター病院（市立根室病院、町立
中標津病院）の休床が継続
・地域の在宅医療を支える訪問看護ステー
ションが2町で未設置

主な取組
①根室保健医療福祉圏域連携推進会議
の開催

②看護師を目指す高校生のための看護
師養成校合同説明会と参加者によるグ
ループセッションの開催

③小学生～高校生を対象とした職業体
験会の開催

④ホームページを活用した根室地域の
情報発信

効果・目指す姿
・看護師を目指す学生が増える
・根室地域での就業について、
関心を持ってもらう

根室地域における医療従事者の
就業者数の増加を目指す

【目的・概要等】
医療従事者を目指す若者が再び地元に戻るための環境づくりと意識醸成を図るとともに、
地域に潜在する医療技術者の発掘、根室地域の魅力発信による道内外からの医療技術者の移住促進の
取組を展開する

R8年度以降の医療従事者確保事業について
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興味関心を持ってもらう職業体験会と
看護師を目指す高校生向け（キラリ）の2部構成で検討中

事業開催のイメージ

●タイムスケジュール（仮）

10:00

12:00

13:00

15:00

【2部】

看護師を目指す高校生向け
キラリ☆未来ナース ・参加学生については予約制にせず、自由に入退場可能とする。

・各ブースの時間は定めず、学生が自由に見学・参加できる。
※詳細について各関係機関と協議する

【1部】会場イメージ

【1部】

小学生～高校生向け
職業体験会
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課題解決に向けて、各関係機関と協議する

事業開催に向けての課題

●タイムスケジュール（仮）

10:00

12:00

13:00

15:00

【2部】

看護師を目指す高校生向け
キラリ☆未来ナース

【1部】

小学生～高校生向け
職業体験会

（想定している課題）

・午前中の参加について(根室・別海・中標津開催を想定)
・使用する機材、道具等の準備
・【1部】【2部】の参加について
・体験以外でのPR方法について
・学生(学校)への周知

･･･など

※会議終了後、職業体験会を開催するための課題やご意見につ
いて別途照会や打合せを行い、実施に向けた準備をしてまいり
ます。
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